
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3030 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 （学）教養国語 単位数 １単位 年次 １～２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ゼロ限目開講の選択科目です。 

・現代を生きる高校生に求められる、総合的かつ基礎的な国語の力を身に付けることをねらいとしてい

ます。具体的には、漢字の読み書きをはじめ、古文から現代文に至るまでの幅広い文章読解、発表の仕方

などを扱う予定です。 

・教材は、担当者が用意します。受講者のみなさんは、筆記用具を必ず持参してください。 

・出席して、真面目に取り組む姿勢を重視したいと思います。 

２ 学習の到達目標 

【知識及び技能】 

実社会で必要とされる様々な文章を的確に読み取るための知識や技能を身に付ける。 また表現に必要

となる文法、表記、語句、語彙、漢字等の知識や技能を理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】 

様々な文章を読み、自分の考えを深め、筋道を立ててまとめることが出来る。 また、相手や目的に応

じた文章を書く力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

国語や言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図り、進んで表現したり理解したりす

るとともに、伝え合おうとする姿勢をはぐくむ。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

実社会に必要な国語の知識や
技能を身に付けている。 

「話すこと・聞くこと」「書くこ
と」「読むこと」の各領域におい

て、生涯にわたる他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広めたり深めたりしてい

る。 

言葉を通じて積極的に他者と関
わったり、思いや考えを深めた
りしながら、言葉のもつ価値へ
の認識を深めようとしていると
ともに、言語感覚を磨き、言葉
を効果的に使おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

評論文を読む 
ａ：文、話、文章の効果的な組立て方や接

続の仕方について理解することができる。 

ｂ[読]：文章の種類を踏まえて、内容や構

成、論理の展開などについて叙述を基に

的確に捉え、要旨や要点を把握することが

できる。 

ｃ：文章の種類を踏まえて、内容や構成、論

理の展開などについて叙述を基に的確に

捉え、要旨や要点を把握しようとしている。 

定期考査 定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

ノート 
［教材］ 

自作教材 

新聞記事 

短歌・川柳・俳句 

ａ：言葉には、文化の継承、発展、想像を支

える働きがあることを理解している。 

ｂ[読]：作品や文章に表れているものの見

方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈す

ることができる。 

ｃ：作品や文章に表れているものの見方、

感じ方、考え方を捉え、内容を解釈しようと

している。 

定期考査 定期考査 

ワークシート 

 

ワークシート 

ノート ［教材］ 

自作教材 

古文を読む 

ａ：古典の世界に親しむために、古典を読

むために必要な文語のきまりや訓読のきま

り、古典特有の表現などについて理解する

ことできる。 

ｂ[読]：文章の構成や展開、表現の仕方、

表現の特色について評価することができ

る。 

ｃ：文章の構成や展開、表現の仕方、表現

の特色について評価しようとしている。 

定期考査 定期考査  

ワークシート 

ノート ［教材］ 

自作教材 

後

期 

小説を読む 

ａ：文章の意味は、文脈の中で形成されるこ

とを理解している。 

ｂ[読]： 文章の構成や展開、表現の仕方、

表現の特色について評価することができ

る。 

ｃ：文章の構成や展開、表現の仕方、表現

の特色について評価しようとしている。 

定期考査 定期考査  

ワークシート 

ノート 

レポート 

［教材］ 

自作教材 

話し方を学ぶ 

ａ：話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表

現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、

適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現

や言葉遣いについて理解し、使うことがで

きる。 

ｂ[話/聞]：話し言葉の特徴を踏まえて話し

たり、場の状況に応じて資料や機器を効果

的に用いたりするなど、相手の理解を得ら

れるように表現を工夫することができる。 

ｃ：話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場

の状況に応じて資料や機器を効果的に用

いたりするなど、相手の理解を得られるよう

に表現を工夫しようとしている。 

定期考査 定期考査  

ワークシート 

ノート 

 

発表の様子 

 

［教材］ 

自作教材 

漢文を読む 
ａ：古典の世界に親しむために、古典を読

むために必要な文語のきまりや訓読のきま

り、古典特有の表現などについて理解する

ことできる。 

ｂ[読]：文章の構成や展開、表現の仕方、

表現の特色について評価することができ

る。 

ｃ：文章の構成や展開、表現の仕方、表現

の特色について評価しようとしている。 

定期考査 定期考査  

ワークシート 

ノート 
［教材］ 
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※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （    ５    ）時間 

  ・書くこと      …  （    ５    ）時間 

  ・読むこと      …  （    25    ）時間 


